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平成 28年度 香川大学 瀬戸内圏研究センター 学術講演会 

 

皆様こんにちは。瀬戸内圏研究

センター、ゼネラル マネージャ

ーの本城でございます。本日の司

会進行をいたしますので、どうぞ

ご協力のほど、よろしくお願いい

たします。それでは早速、平成

28年度 香川大学瀬戸内圏研究セ

ンター学術講演会を開催したい

と思います。開会にあたりまして、

多田センター長から挨拶をお願

いします。 

 

［多田センター長］ 

皆様こんにちは。瀬戸内圏研究

センター長の多田です。本日は年

末のお忙しい中、またクリスマス

の日に私達の瀬戸内圏研究セン

ターの学術講演会にお越しいた

だきまして、誠にありがとうござ

います。 

私達のセンターでは2年に1回、

研究成果の報告会を実施してい

ます。また、それとは別に、毎年、学術講演会を開催しています。この学術講演会では私

達が取り組んでいる瀬戸内圏の研究課題を掘り起こして理解を深めることを目的としてい

ます。 

現在、私達のセンターでは水グループ、地域医療グループ、歴史観光グループ、海グル

ープの 4つのグループが研究を行っています。今日はグループ毎にリーダーが 10分ほど自

分達の実施している研究の内容、あるいはトピックスについて、簡単に紹介をして、その

後、各グループでお呼びした講師の先生方から、30 分間の講演をしていただく構成にさせ

ていただきました。 

本日は私達、瀬戸内圏研究センターのメンバーもしっかり勉強したいと思っております

が、お集りの皆様も、いろいろな情報を得て学習していただいて、私達が取り組んでいる

瀬戸内圏の研究課題について興味を深めていただきたいと思います。また、皆様からそれ
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ぞれの発表に対して、ご質問をいただけたらと思っています。そして、できれば当センタ

ーへの要望、あるいはコメントもいただければ幸いです。 

今日は夕方の５時まで、結構、長丁場ですが、どうかよろしくお願いします。簡単です

が開催にあたりまして、センター長からのご挨拶とさせていただきます。 


